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住民の皆さんと行政（役場）とをつなぐ
頼りになる皆さんです！
　行政区嘱託員は、町政の推進、町からの文書などの配布、風水害・災
害時の情報提供や地域内住民の転入・転出の把握など、住民と行政をつ
なぐ役割を担っています。

平成22年度の行政区嘱託員はこちらの皆さんです。
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内　牧 古

ふる

庄
しょう

　敏
とし

昭
あき

（293）5502 北出口 緒
お

方
が た

　祐
ゆ う

二
じ （293）8636

外　牧 栗
くり

木
き

　生
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夫
お

（293）5426 室　西 石
い し

原
は ら

　　仁
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錦　野 東
ひがし

　　弘
ひろ

仁
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（293）5433 あけぼの 豊
と よ

住
ず み

　幸
ゆ き

夫
お （293）0350

鳥子川 大
おお

田
た

袈
け

裟
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則
のり

（293）2443 灰　塚 今
い ま

村
む ら

　治
は る

俊
と し （293）5073

岩　坂 宮
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本
もと

　武
たけ

夫
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（293）6730 新 岩
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下
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　　薫
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島
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　文
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弘
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本
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　保
や す

馬
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大　林 西
にし

村
むら

　清
せい

一
いち

（293）5450 引水東 西
に し

島
じ ま

　洋
よ う

一
い ち （293）6077

吹　田 坂
さか

本
もと

　賢
けん

一
いち

（293）5373 高尾野 佐
さ

藤
と う

二
ふ

二
じ

生
お （293）5933

森 児
こ

島
じま

　清
きよ

和
かず

（293）1431 新小屋 岩
い わ

田
た

　二
つ ぎ

生
お （293）4630

上陣内 田
た

吉
よし

　幸
ゆき

信
のぶ

（293）7325 上猿渡 中
な か

村
む ら

　秀
ひ で

樹
き （293）7862

中陣内 大
おお

田
た

黒
ぐろ

勇
ゆう

一
いち

（293）2766 下猿渡 宮
み や

本
も と

　縣
け ん

喜
き （294）8830

中　島 元
もと

田
だ

　孝
たか

文
ふみ

（293）2116 御所原 荒
あ ら

木
き

一
い

九
く

生
お （293）4577

下陣内 松
まつ

岡
おか

　新
しん

一
いち

（293）2753 馬　場 宇
う

野
の

　　實
みのる （293）0564

町 白
しら

石
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　強
きょう

記
き

（293）3228 宮　本 古
ふ る

庄
しょう

　明
あ き

男
お （293）7277

下　町 倉
くら

岡
おか

　二
じ

郎
ろう

（293）5037 多々良 永
な が

田
た

　義
よ し

範
の り （293）5764

鍛　冶 樋
ひ

口
ぐち

　誠
せい

之
し

（293）2617 仮　宿 古
ふ る

庄
しょう

　政
ま さ

治
は る （293）6191

大津東 江
え

邑
むら

　　岬
みさき

（293）8282 米　山 金
か ね

田
だ

　新
し ん

一
い ち （293）7445

立　石 平
ひら

野
の

　和
かず

昭
あき

（293）5796 古　城 金
か な

田
だ

　盛
せ い

一
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後　迫 吉

よし

本
もと

　國
くに

弘
ひろ

（292）1107 真　木 山
や ま

辺
べ

　照
て る

行
ゆ き （293）5356

上　鶴 山
さん

東
とう

　繁
しげ

幸
ゆき

（293）2553 護　東 本
ほ ん

田
だ

　晴
す が

人
と （293）6846

上鶴南 川
かわ

上
かみ

　髙
こう

治
じ

（293）2490 御願所 藤
ふ じ

坂
さ か

　勝
か つ

博
ひ ろ （293）4730

上大津 本
ほん

田
だ

　一
かず

也
や

（293）2222 上　中 大
お お

村
む ら

　　築
きずく （294）1134

美咲野 惠
え

良
ら

　則
のり

尚
ひさ

（340）3566 下　中 藤
ふ じ

原
わ ら

　幸
ゆ き

夫
お （293）3827

楽　善 内
うち

田
だ

　義
よし

幸
ゆき

（293）5873 片　俣 村
む ら

山
や ま

　主
し ゅ

計
け い （293）7049

日吉が丘 山
やま

川
かわ

　俊
とし

生
お

（293）1327 小　林 本
ほ ん

田
だ

　一
か ず

臣
お み （293）4116

西　嶽
樫
かしの

木
き

　享
きょう

典
すけ

（293）4038
今　村 桐

き り

原
は ら

　勝
ま さ

人
と （293）5829

水源町・西窪 杉　下 岩
い わ

永
な が

清
せ い

一
い ち

郎
ろ う （293）3628

松古閑・塘町 杉　上 岩
い わ

﨑
さ き

　俊
と し

雄
お （293）6208

中　央 松
まつ

坂
ざか

　　孝
たかし

（293）2366 上の原 太
お お

田
た

黒
ぐ ろ

率
の り

昭
あ き （293）7563

中学通り 荒
あら

木
き

　昭
あき

夫
お

（293）2787 源　場 松
ま つ

永
な が

　富
と み

幸
ゆ き （293）3729

駅　通
岩
いわ

本
もと

　　勝
まさる

（293）2294
つつじ台 原

は ら

田
だ

　　滿
みつる （293）8763

室　東 桜　丘 伊
い

藤
と う

　一
か ず

髙
た か （294）1314

室　北 西
にし

嶋
じま

　信
のぶ

行
ゆき

（293）4743 　

（敬称略）

全日本モトクロス選手権シリーズ
第５戦 九州大会

◦日時　₆月１２日（土） 予選　１３日（日） 決勝
◦場所　HSR九州
◦料金　前売 ２，５００円
　　　　当日 ３，０００円（プログラム付）
　　　　中学生以下無料

○問い合わせ 九州モーターサイクルスポーツ協会
☎092（473）2616

携帯情報はこちら
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ホンダセーフティ＆ライディング・プラザ九州
（HSR九州）
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 所長

全日本モトクロス選手権シリーズ第５戦
九州大会の招待券プレゼント！
大会の招待券をペアで１０組、２０人の皆さんにプレゼント！
住所・氏名・電話番号を記入し、「〒８６９–１２９２ 大津町役場
広報おおづモトクロスプレゼント係」までご応募ください。
※�１２日～１３日の開催になりますので、先着順で発送させて

いただきます。

番外編

　ちょっとした事故で運悪く死んでしまった夕子、３５歳。
　結婚どころか恋も知らず、パソコンが友だちで仕事が生きがいの人生に何
の後悔もないはずだったのだが…。幽霊になって初めて出会ったのは、エ
ネルギー全開の煙草屋ばあちゃん、老いてもいきいき暮らす８４歳の大和とめ。
夕子は次第に生きていたころの実感を追い求めようと歩き始める。
　幽霊になったその足で…

◦日　時　 ６ 月１９日（土）　午後 ６ 時３０分開場
◦場　所　町文化ホール
◦入場料　（前売） 一　般 　　  ８００円 （当日１,０００円）
　　　　　　　   高校生以下　５００円 （当日６００円）

◦問い合わせ　文化ホール事業運営委員会　☎（293）2146

見どころ
　今回の演劇の特徴は、町の団体である「ほりだし劇団」と「トランスコンチネンタルDuo」との共演だろ
う。地域密着型の演劇を目指す木内さんが少しだけでも参加して欲しいとの思いで依頼し、₂団体とも
快諾してくれた。この共演は今回が初めてなので、見どころになる。そして、劇中では食事のシーンに注
目。何かの状況を説明するのに食事をするのではなく、食べるためだけのシーンを用意してある。それ
は「食べることは生きることなんです」と話す木内さんの思いの表れだ。気づかなくても人はつながって
いること。当たり前の幸せを感じられるようになることをこの舞台で考えることができるだろう。

主演の木内里美さんは２４
ページの「クローズアップ
大津人」でも紹介していま
す。ぜひご覧ください。

やまとなでしこ


